
 

 

 

                                                       平成28年４月13日 

 

特急車両の老朽･劣化の状況について 

 

 

 当社は、使用している車両や設備の老朽化が著しく進行しており、資金的な目処も立たな

いことから、やむを得ず、様々な見直しを行わざるを得ない状況にあります。 

 このたび３月 26 日ダイヤ改正では、普通列車に使用しているキハ 40系気動車の老朽･劣化

が進んでいることから、使用可能な車両の範囲内でダイヤ編成を行うため、気動車で運転す

る普通列車 79 本の見直しを行わせていただきました。 

 さらに、特急気動車の老朽･劣化も進んでいます。現状についてご説明します。 

 

１ 特急車両の老朽･劣化の状況 

 

○ 当社には、特急気動車が全部で 236 両あり、列車の高速化のため一定規模で車両を新

製してきたため、普通列車用気動車ほど車齢の偏りはありませんが、それでも、寒冷地

を高速で長距離走行することから劣化の進行が早いにもかかわらず、国鉄時代から使用

し経年 27年以上となる車両が 86両あります。このうち 32年以上使用している車両は 34

両です。（別紙１） 

○ 昨年３月20日「安全投資と修繕に関する５年間の計画について」にて説明したとおり、

車齢 32 年以上の 34 両については平成 29 年度末までに廃車する計画を立てていますが、

現状でも老朽･劣化が著しく進行しています。（別紙２） 

○ さらに、経年 27～29 年となる車両 52 両の老朽･劣化も進んでいます。 

○ 特急気動車は１両３億円以上と高額であり、当社の財務状況では廃車となる車両をす

べて新規に製造することは困難な状況にあります。 

○ 一方、高規格道路の延伸等の影響を受け、特急列車をご利用となるお客様は大幅に減

っております。（別紙３） 

 

２ ダイヤの検討について 

 

○ このような中、使用車両数が減る前提でどの様な形でダイヤ編成を行うことができる

か、今後を見据えて検討を始めました。具体的な検討が進みましたらあらためてお知ら

せします。 
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■特急列車用気動車の車齢（平成28年3月末時点）
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